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                                  第 27 回参議院選挙で石田まさひろ候補が 3 度目の

当選を果たしました。

都道府県看護連盟と支援者の皆様が連携し、17 日間

の選挙期間を全力で戦い抜いた結果です。お疲れさまで

した。

選挙戦を振り返ると、関係者が一丸となって活動して

いたことを実感していたので、152,649 票という獲得

票数に、「何故？」という思いが残りました。そして、選挙の難しさを改めて痛感しました。今回の選挙は高い

投票率の下、若い有権者の支持を獲得した党が議席を増やし、国政の多様化も進みました。何が有権者を動

かしたのでしょうか？

今後開催される都道府県別会議を踏まえ、日本看護連盟、都道府県看護連盟の課題に取り組み、「選挙に

強い看護連盟」を目指してゆきたいと考えています。

一方で、これまで石田議員が推進してきた看護政策の実現に向け、さらに前進できる喜びを、皆様と共に

分かち合いたいと思います。そして、人々の地域での療養生活を支える最も身近な存在として、看護の力を十

分に発揮できる環境を共に創りましょう！

日本看護連盟

会長 高原 静子

                      滋賀県看護連盟の皆様、ようやく小さな秋を感じる季

節になりました。暑い熱い夏が過ぎ、第 3 期目を走り出し

た石田議員は、休む間もなく医療界、看護界のさまざま

な問題と対峙しながら友納議員と共に歩みを進めていま

す。

                                 社会にどんな変化が起きようと、人々は日々の営みを

続けていきます。より健康により幸せにこの営みが続き

ますよう、国会議員も看護職も頑張っています。

看護連盟にできることは、皆様の声を聴き、地方議員や国会議員に正しく伝え、看護の力をお一人おひと

りが発揮できる環境を共に創っていくことだと思います。

短い秋をおひとりお一人の楽しみ方で過ごしつつ、暑い熱い夏の疲れを癒せますように願っています。

滋賀県看護連盟

会長 力石 泉
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看護連盟の皆さまには、日ごろより滋賀県看護協会の

事業に温かいご支援とご協力を賜り、心より感謝申し上げ

ます。看護協会と看護連盟は、それぞれの役割を担いなが

らも、現場の声を基盤に連携を深め、共に歩んでまいりま

した。県議会等への要望活動もその一つであり、看護職が

安心して働き続けられる環境づくりへとつなげたいと考え

ているところです。

現在、看護職の確保・定着は大きな課題です。「辞めたい」という思いを抱く前に、同僚が「どうしたの」と声

をかけ支え合う文化を根づかせることが離職防止につながると考えます。決して「誰かがする取組み」ではな

く、看護職一人ひとりが支え合いの担い手であることを忘れてはなりません。

この６月の日本看護協会が「看護の将来ビジョン 2040」を示しました。この中で「２０４０年に向けて看護が

めざすもの」として ①その人らしさを尊重する生涯を通じた支援 ②専門職としての自律した判断と実践 ③

キーパーソンとしての多職種との協働 を示しています。これからの看護職が未来に挑戦していく「道しるべ」

です。本会でもこのビジョンに沿って活動を推進してまいります。

本会の合言葉は「三方よし精神で看護の力で滋賀を元気に！」です。看護連盟とも同じ未来に向かって、互

いの組織力を結集することで、個人では解決し得ない課題にも挑むことができます。今後とも力を合わせ、県

民の“いのち・暮らし・尊厳を守る”看護職能団体としての使命を果たしてまいりますので、ご協力をお願いしま

す。

結びに、看護連盟および会員の皆さまのますますのご発展とご健勝を心よりお祈り申し上げます。

公益社団法人

滋賀県看護協会

会長 草野 とし子



国会議員の活動報告
いつも大変お世話になり、ありがとうございます。先日の参院選で

は、石田まさひろさんが無事当選されました。これも皆様お一人おひと

りの力強いご支持の賜物です。

あべは昨年に引き続き、第二次石破内閣文科大臣として、文科行政

に取り組みました。通常国会では「公立の義務教育諸学校等の教育職員

の給与等に関する特別措置法（給特法）の改正案」、「大学等における修

学の支援に関する法律（大学等修学支援法）の改正案」が成立し、学校

における働き方改革の推進と教員の処遇改善や、多子世帯の学生への大

学等の授業料等減免制度が創設されることとなりました。

また、これまで同様、看護職の地位向上や環境改善に看護連盟の皆

様と共に全力で取り組んで参ります。引き続きご指導ご支援よろしくお

願い致します。

日頃より温かいご支援を賜り心より御礼申し上げます。変わらぬ期待

と声援をいただけることが大きな支えとなっております。引き続き、国

政の場において看護・医療・福祉政策に全力で取り組んで参ります。

病院や介護施設の経営は厳しさを増し、医療・介護体制はかつてない

危機に直面しています。この現状を打開するために、物価高や人件費上

昇に対応した診療・介護報酬の大幅な引き上げが必要です。それは、皆

様が「このまま看護を続けていきたい」と思える処遇と環境を整えるた

めに欠かせない取り組みでもあります。

こうした状況を受け、医療系資格を持つ国会議員と関係団体で構成す

るカトレア会と共に、自民党幹事長へ「医療・介護・福祉の現場を守る

補正予算・本予算編成要望」を提出しました。予算に必要

な対策を盛り込み、現場を支える仕組みを強化していくことが

不可欠です。また、自民党・看護問題小委員会を開催し、厚生

労働省等から令和 8年度看護関係予算概算要求の説明を受けま

した。看護問題対策議員連盟や関係団体の要望が反映されてお

り、一定の前進が見られます。

皆様が「今日も良い看護ができた」と実感できる職場づくり

を目指し、現場の声を国政に届けて参りますので、引き続きの

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

滋賀県看護連盟の皆さま、こんにちは！

第 27回参議院通常選挙において、石田まさひろ議員が 3 度目の当選

を果たされました。厳しい状況の中でこのような結果をいただけまし

たのは、皆さまの看護政策推進にかける強い思いの表れだと考えてい

ます。

今年の通常国会は、内閣府大臣政務官として迎えました。子ども・

子育て政策をはじめ、共生共助、孤独・孤立対策、経済安全保障、宇

宙、科学技術など幅広い分野を担務しております。特に、こども家庭

庁の政策は、母子保健を中心に、看護と関連するものも多く、これま

での経験を活かしつつ取り組みました。以前、一国会議員の立場で提

言した「子ども・子育て DX」が着実に前進していることも大変喜ばし

いことでした。

引き続き、夜勤看護職員確保対策、ハラスメント、訪問看護、医療

安全、看護教育、看護の専門性の拡大など看護政策にも取り組んでい

ます。石田議員と協力をしながら、国政の場でしっかりと看護の課題

の解決に努めて参ります。

衆議院議員

あべ俊子

参議院議員

石田まさひろ

参議院議員

友納りお

衆議院議員本会議にて大学等

就学支援法の趣旨説明

衆議院議員予算委員会にて子ども

若者支援について答弁

看護問題小委員会を開催

内閣府政務官室にて

今津病院 施設訪問

看護問題対策議員連盟・決議文を

厚労大臣へ手交
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